
○ 肥料価格の高騰による農業経営への影響緩和のため、令和４年秋肥・令和５年春肥を対象に、化学肥料の使用量の低減に向
けた取組を行う農業者に対し、肥料費上昇分の７割を支援する新たな支援金の仕組みを措置。（令和４年度予備費：788億円）

11（３）価格急騰対策
肥料価格高騰対策
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○ 農林水産省においては、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現するため、令和３年５
月にみどりの食料システム戦略を策定。

○ この中で、「2050年までに輸入原料や化石燃料を原料とした化学肥料の使用量を30％低減する」との目標を掲げ、有
機物の循環利用や、施肥の効率化・スマート化を推進。さらに、「2030年までに化学肥料の使用量を20％低減する」と
の中間目標を設定。

12 みどりの食料システム戦略
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当面の対応

○2030年は、化学肥料原料の調達が不安定となるほか、国際市況の変動も大きくなる中で、既存の技術をできるだけ活用して
化学肥料の節減や国内資源の活用を可能な限り進めていくという考え方で目標を設定。

○2030年までは、土壌診断による施肥の適正化など既に実施可能な施肥の効率化を進めるとともに、堆肥等の国内資源の利用
拡大などを進めることで、目標達成を目指す。

○2030年以降は、施肥のスマート化や堆肥の活用に加えて、下水など肥料成分を含有する国内資源からの高度肥料成分の回収
等の革新的技術の開発・導入の取組も加えて、2050年の意欲的な目標に向けて取組を加速していく。

2030年中間目標の設定の考え方

現状と課題
○化学肥料は、作物の収量を高めるため農業現場で多用さ

れてきた一方で、農地への有機物の投入減少による地力
の低下や、過剰施用による環境中への流出などが問題。

○また、我が国は化学肥料の主要な原料のほとんどを輸入
に依存しているが、これらの資源は特定の地域に偏在し
ていること等から、持続的な生産基盤の構築に向けて、
輸入原料や化石燃料を原料とした化学肥料の使用量の節
減に向けた取組が必要。

○家畜排せつ物など化学肥料の代替となる国内資源につい
ては、畜産業が盛んな地域に偏在していることなどから、
必ずしも有効に活用されていないものもある状況。

○土壌診断による施肥の適正化をはじめ、作物の根圏部分
にのみ施用する局所施肥、作物の生育状況等を解析した
センシングデータに基づく追肥などにより、施肥の効率
化・スマート化を推進。

○堆肥の品質向上や広域流通できる形態への転換による利
用拡大、下水汚泥等の肥料用途への活用に向けた取組を
推進。

○令和４（2022）年度は、土壌診断に基づく適正施肥、肥
料コスト低減に資する技術の導入、家畜排せつ物等の国
内資源を活用した肥料の運搬や散布などの取組を幅広く
支援。

局所施肥技術 可変施肥技術

ドローン追肥リモセン生育診断

施肥の効率化・スマート化

ペレット堆肥

化学肥料の使用量（NPK総量・出荷ベース）

現状
2016年

2050年

90万t

63万t
施肥の
効率化

施肥の
スマート化

国内資源の
循環利用

30％
低減

2030年

72万t

20％
低減

※ 2030年 中間目標
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 銘柄の集約

 競争入札の結果 全農は、集中購買銘柄について、
改革前（H28）の価格に比べて
１～３割の価格引下げを実現（注）

改革前
（平成28年）

改革後
（令和5年）

約550銘柄 24銘柄→

改革前
（平成28年）

改革後
（令和５年）

メーカー 16社35工場 8社14工場
出荷数量※ 約13万トン 約7万トン
銘柄当たりの
 生産数量 約240トン 約2,900トン

※ 春用と秋用の年度合計値で全農からの聞き取り

現状：化成肥料は、上位18社で全体の約95%を製造

〇 化学肥料の生産効率を上げ、製造コストを引き下げることで肥料価格を低減する取組も重要。

○ 全農においては、平成30年の春用肥料から、複数メーカーが製造し、全国で流通する化成肥料について、
① 銘柄を集約し、
② JAが農業者から予約数量を積み上げ、
③ 競争入札にかける

ことで価格決定する新たな購買方式を導入。

〇 競争入札により、購入先となるメーカーを改革前から半分に絞り込み、銘柄当たりの生産数量を大幅に拡大してメーカー
の製造コストを引下げ。これにより、改革前（H28）に比べて１～３割の価格引下げを実現（注）。

13 肥料コスト低減に向けた取組
① 肥料の銘柄集約の推進

21
（注）比較対象は、世界的な肥料原料価格高騰に伴う小売価格高騰前のR4春肥まで。
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